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６月
定例会

さ
く
ら
ド
ー
ム
解
体
費
認
め
ず

６
月
定
例
会
の
概
要

○
開
会　

令
和
３
年
６
月
７
日

○
閉
会　

令
和
３
年
６
月
10
日

○
会
期　

４
日

○
審
議
内
容

　

・
承
認 

４
件

　

・
報
告 

４
件

　

・
議
案 

12
件

　
　

財
産 

５
件
／
条
例 

２
件

　
　

予
算 

４
件
／
契
約 

１
件　

　

・
発
議 

２
件

　

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
の

主
な
も
の
は
、
豪
雨
災
害
の
全
壊
世
帯

へ
支
給
さ
れ
る
災
害
見
舞
金
と
し
て
、

令
和
４
年
度
で
支
給
す
る
予
定
だ
っ
た

一
世
帯
20
万
円
を
、
令
和
３
年
度
に
一

括
支
給
す
る
た
め
６
千
８
９
０
万
円
増

額
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

の
集
団
接
種
に
係
る
予
算
、
被
災
し
た

渡
小
学
校
の
仮
設
校
舎
を
球
磨
中
学
校

敷
地
内
へ
設
置
す
る
リ
ー
ス
料
や
、
そ

れ
に
伴
う
球
磨
中
学
校
の
空
き
教
室

と
技
術
室
の
工
事
費
な
ど
が
計
上
さ

れ
、
２
億
８
千
８
６
４
万
円
を
追
加
し

61
億
５
千
３
６
４
万
８
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
災
害
公
営
住
宅
建

設
に
係
る
「
さ
く
ら
ド
ー
ム
」
解
体
費

２
千
万
円
に
つ
い
て
は
、
議
会
と
の
議
論

が
し
尽
く
せ
て
い
な
い
理
由
か
ら
議
員
全

員
の
反
対
が
あ
り
削
除
さ
れ
ま
し
た
。

①
球
磨
村
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

②
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令
等
の
施
行
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

③
令
和
２
年
度
球
磨
村
一
般
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て

④
令
和
２
年
度
球
磨
村
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

①
和
解
及
び
損
害
賠
償
額
の
決
定
に
つ

い
て

②
令
和
２
年
度
球
磨
村
一
般
会
計
予
算
繰

越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

③
令
和
２
年
度
球
磨
村
一
般
会
計
予
算

継
続
費
事
故
繰
越
し
繰
越
計
算
書
に

つ
い
て

④
令
和
２
年
度
球
磨
村
簡
易
水
道
特
別

会
計
予
算
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

に
つ
い
て

①
財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

（
一
王
子
団
地
５
区
画
）　　
　
　

５
件

①
球
磨
村
企
業
立
地
促
進
施
設
設
置
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

②
球
磨
村
産
業
振
興
対
策
事
業
補
助
金

交
付
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　
①
令
和
３
年
度
球
磨
村
一
般
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て

②
令
和
３
年
度
球
磨
村
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

③
令
和
３
年
度
球
磨
村
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

④
令
和
３
年
度
球
磨
村
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

報
告

財
産

予
算

承
認

条
例
制
定

一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
そ
れ

ぞ
れ
の
令
和
３
年
度
補
正
予
算

４
件
を
審
議
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①
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

①
渡
地
区
の
農
地
及
び
水
路
の
災
害
復

旧
に
関
す
る
復
旧
計
画
の
詳
細
を
求

め
る
意
見
書
に
つ
い
て

②
高
校
生
の
交
通
手
段
の
確
保
を
求
め

る
意
見
書
に
つ
い
て

①一般会計補正予算「さくらドーム解体費」を削除
【内容】さくらドーム解体工事費2,000万円を削除。
【意見】
　これまで、さくらドームを解体し、その敷地に災害公営住宅建設の説明を受けてきたが、さく
らドームは、これまで住民の憩いの場や発表の場として活躍してきた。昨年の豪雨災害でも初期
避難場所および災害対策本部、支援物資置き場として豪雨災害時の主要施設として重要な役割を
果たした。
　議会としては、住民が安心して集うことができる広場や発表の場がないこと、今後も災害が発
生した場合、安全に初期避難ができる場所として「さくらドーム」は残し、災害公営住宅は、運
動公園内の空きスペースを活用した分散型住宅建設の検討をお願いしていた。しかし、今回「さ
くらドーム解体工事費」が補正予算に計上されている。災害公営住宅の建設はもちろん必要では
あるが、議論もし尽くせていない状況で解体については賛成できない。

②災害見舞金（全壊）を令和３年度で一括支給
　令和２年７月豪雨災害で全壊した世帯へ災害見舞金として支給される１世帯あたり50万円に
ついて、当初、令和２年度で10万円、令和３年度および４年度で20万円づつ支給する予定で
あった。今回、令和３年度において、財源が確保できたことにより令和４年度支給する予定だっ
た20万円も、令和３年度に一括支給する補正予算を可決した。

③要望書に対する意見書を提出
　議会へ要望書の提出があった２件について、審議の結果、村長へ議会から意見書を提出した。
【要望１】渡地区の農地及び水路の災害復旧に関する復旧計画の詳細を求める意見書について
【要望２】高校生の交通手段の確保を求める意見書について
※内容については、５ページに記載

契
約

発
議
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６月定例会　議案等の審議結果
議案番号 件　　　　　名 結　果

1 承 認 第 １ 号 専決処分事項報告承認について
（球磨村税条例等の一部を改正する条例の制定について） 原案承認

2 承 認 第 2 号
専決処分事項報告承認について
（指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準等の一部を
改正する省令等の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について）

原案承認

3 承 認 第 3 号 専決処分事項報告承認について
（令和２年度球磨村一般会計補正予算について） 原案承認

4 承 認 第 4 号 専決処分事項報告承認について
（令和２年度球磨村国民健康保険特別会計補正予算について） 原案承認

5 報 告 第 8 号 専決処分事項報告承認について
（和解及び損害賠償額の決定について） 報告

6 報 告 第 9 号 令和２年度球磨村一般会計予算繰越明許費繰越計算書について 報告

7 報 告 第 10 号 令和２年度球磨村一般会計予算継続費事故繰越し繰越計算書について 報告

8 報 告 第 11 号 令和２年度球磨村簡易水道特別会計予算繰越明許費繰越計算書について 報告

9 議 案 第 28 号 財産の無償譲渡について（一王子団地の土地の譲渡） 原案可決

10 議 案 第 29 号 財産の無償譲渡について（一王子団地の土地の譲渡） 原案可決

11 議 案 第 30 号 財産の無償譲渡について（一王子団地の土地の譲渡） 原案可決

12 議 案 第 31 号 財産の無償譲渡について（一王子団地の土地の譲渡） 原案可決

13 議 案 第 32 号 財産の無償譲渡について（一王子団地の土地の譲渡） 原案可決

14 議 案 第 33 号 球磨村企業立地促進施設設置条例の一部を改正する条例の制定につて 原案可決

15 議 案 第 34 号 球磨村産業振興対策事業補助金交付条例を廃止する条例の制定について 原案可決

16 議 案 第 35 号 令和３年度球磨村一般会計補正予算について 修正可決

17 議 案 第 36 号 令和３年度球磨村国民健康保険特別会計補正予算について 原案可決

18 議 案 第 37 号 令和３年度球磨村後期高齢者医療特別会計補正予算について 原案可決

19 議 案 第 38 号 令和３年度球磨村介護保険特別会計補正予算について 原案可決

20 議 案 第 39 号 工事請負契約の締結について 原案可決

21 発 議 第 1 号
要望書について
「渡地区の農地及び水路の災害復旧に関する復旧計画の詳細を求める意見書
について」

原案可決

22 発 議 第 2 号 要望書について
「高校生の交通手段の確保を求める意見書について」 原案可決



5 くまむら議会だより　No.101　2021.5.10

渡地区の農地及び水路の災害復旧に関する要望書
　当局におかれましては、昨年７月４日の豪雨災害で発生した被害に対し、被災者への救援、土

砂排出、住宅の公費解体、災害住宅建設、道路・橋梁の仮復旧等々ご尽力賜っておりますこと、

重ねてお礼申しあげます。

　さて、大水害以来10ヶ月が経過しました。渡地区は、球磨村唯一の水田地域ではあります

が、地の内水路、大王水路を管理している組合員は、頭首工や水路の被害状況も、被害額等もわ

からない状態であり、不安が募る日々を過ごしております。

　また、農業用機械につきましては、９割の補助金をいただき令和２年度の予算で随時購入してお

りますが、今の状況では機械が利用されることなく、倉庫で眠ってしまうこととなりかねません。

　農地等の災害復旧は熊本県が代行されると伺っております。被害も甚大で復興に時間を要する

ことは承知しており、村全体の復旧、復興に大変な時期とは存じますが、組合員一同農業の再建

に向け、今一度頑張る所存でございますので、復旧計画の詳細をお示しくださるよう要望いたし

ます。

令和３年５月10日　　　　　　　　　　

渡水利管理組合組合長　舟戸　勝也

組合員一同

高校生の交通手段の確保を求める要望書
　令和２年の豪雨災害により、ハイスクールバスが運行できなくなってしまいました。村内に住

む高校生をもつ保護者と家族は、高校まで毎日送迎をしています。

　高校生の保護者にとって球磨村に戻って住むためには、交通手段が確保できているかは大きな

理由の一つになります。

　また、高校生のみならず、高齢者の方にとって通院や買い物をすることを考えれば、隣町の芦

北町が行っているような、児童・生徒・住民が乗れるバスを運行することが一つの方法だと思い

ます。

　現在、復旧したコミュニティバスの利用促進も今後の課題の一つではありますが、まずは需要

の高い時間は、確保して欲しいです。

　以上、高校生の交通手段の確保について要望いたします。

令和３年５月20日　　　　

球磨村神瀬　岩崎ちふみ

議会に提出された要望書２件について、原案可決し村へ意見書を提出しました。

【要望書１】

【要望書2】
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一般質問における発言の要旨一覧

復興に向けて話し合いをする地域別協議会の様子

質問者 質問の要旨 頁

田代　利一議員 ① 復興について
② 農業振興 7

犬童　勝則議員
① 復興計画
② 人吉、下球磨消防組合の広域化
③ 農業の再生

8

東　　純一議員

① 避難所選定の基準
② 公費解体の進捗状況と手順
③ 学校（高校）通学の交通手段
④ 防災無線の活用

9

高澤　康成議員 ① 復旧が進む中で復興に向けた村の将来像 10

舟戸　治生議員 ① むらづくり 11

小川　俊治議員 ① 豪雨災害復旧・復興 12

嶽本　孝司議員 ① 復旧、復興について 13



き
合
い
、
復
興
・
発
展
を
成
し
遂
げ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　

安
全
な
宅
地
の
確
保
は
、

令
和
５
年
ま
で
に
実
現
で
き
る
の
か
。

松
谷
村
長　

実
現
で
き
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

で
き
る
限
り
早
く
進
め
た
い
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
安
全
な
宅
地
の
確
保
は
、

地
域
別
協
議
会
の
意
見
交
換
で
被
災
し

た
所
を
か
さ
上
げ
す
る
よ
う
検
討
し
て

い
て
、
栗
林
周
辺
の
高
台
を
造
成
、
公

共
施
設
と
宅
地
整
備
を
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　

生
活
再
建
支
援
金
の
支
給
は

大
岩
保
健
福
祉
課
長　

昨
年
３
ヶ
年
で

分
割
支
給
と
し
た
災
害
見
舞
金
は
、
本

年
度
と
来
年
度
分
を
６
月
補
正
で
提
案

し
今
年
度
で
全
額
を
支
給
す
る
。

　
　
　
　
　

み
な
し
仮
設
住
宅
の
被
災

者
の
支
援
は
。

大
岩
保
健
福
祉
課
長　

避
難
生
活
と
い

う
こ
と
で
、
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー
も
電

話
連
絡
・
訪
問
に
て
安
否
の
確
認
等
支

援
を
続
け
て
い
る
。
昼
間
の
仕
事
等
で

不
在
も
あ
る
が
訪
問
し
て
い
な
い
事
は

な
い
。
仮
設
住
宅
・
み
な
し
仮
設
住
宅

も
連
絡
を
取
り
な
が
ら
訪
問
す
る
よ
う

に
努
め
て
い
る
。

　
　
　
　
　

防
災
無
線
で
小
学
生
の
帰

宅
呼
び
か
け
の
取
組
は
。

森
教
育
長　

仮
設
住
宅
に
多
く
の
小
学

生
が
集
っ
て
お
り
、
生
活
面
で
も
遅
く

ま
で
遊
ん
で
い
て
帰
宅
が
遅
い
と
の
課

題
が
生
じ
て
い
た
。
解
決
策
と
し
て
、

小
学
生
に
よ
る
帰
宅
の
呼
び
か
け
を
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
　
　
　
　

学
校
の
統
合
や
小
中
一
貫

校
と
な
っ
た
場
合
、
校
舎
の
適
地
場
所

等
の
考
え
は
。

森
教
育
長　

現
在
渡
小
学
校
も
一
勝
地
小

学
校
に
も
複
式
学
級
が
発
生
し
、
統
合
や

小
中
一
貫
校
と
か
教
育
の
環
境
整
備
再
編

と
い
う
の
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
る
。
復
興
計
画
の
中
で
場
所
等

の
見
通
し
は
立
っ
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　

地
元
農
産
物
の
ふ
る
さ
と

納
税
と
そ
の
返
礼
品
は

友
尻
復
興
推
進
課
長　

令
和
２
年
度
の

ふ
る
さ
と
納
税
が
３
億
５
千
万
円
で
、

１
億
２
千
万
円
が
返
礼
品
あ
り
の
申
し

込
み
で
、
３
千
万
円
弱
が
村
内
事
業
者

の
返
礼
品
で
あ
る
。
特
に
梨
・
一
勝
地

赤
豚
が
好
評
で
あ
っ
た
。
棚
田
米
は
災

害
に
て
供
給
量
が
減
っ
た
。

　
　
　
　
　

復
興
計
画
の
１
番
目
、
目

標
で
あ
る
村
民
生
活
再
建
が
進
ん
で
い

な
い
と
思
う
が
。

松
谷
村
長　

令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害

か
ら
復
旧
復
興
を
進
め
て
い
く
た
め
に

球
磨
村
復
興
計
画
を
策
定
し
た
。
３
つ

の
基
本
目
標
と
し
て
、
安
全
な
宅
地
の

確
保
・
地
域
別
協
議
会
の
推
進
・
防
災
、

減
災
等
の
取
組
の
急
務
を
掲
げ
、
安
全

で
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
村
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　

村
独
自
の
復
興
方
針
と
は

友
尻
復
興
推
進
課
長　

村
内
の
被
害
状

況
は
一
様
で
な
い
た
め
、
渡
・
一
勝
地
・

神
瀬
・
三
ヶ
浦
・
髙
沢
の
５
地
域
別
に

復
興
方
針
を
取
り
ま
と
め
る
。
一
日
も

早
く
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
安
全
で

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
球
磨
村
の

未
来
へ
つ
な
が
る
復
興
に
取
組
む
。
そ

の
中
で
、
主
要
施
策
に
掲
げ
た
脱
炭
素

社
会
に
向
け
た
取
組
強
化
は
、
被
災
地

の
村
だ
か
ら
こ
そ
気
候
変
動
問
題
と
向

一 般 質 問

田 代  利 一  議員

復
興
に
つ
い
て

　
　

ト
ッ
プ
と
し
て
の
方
針
は

３
つ
の
基
本
目
標
で
復
興
を
目
指
す

答 質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

球磨中学校敷地内に建設される渡小学校仮設校舎
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一 般 質 問

災
害
に
強
い
村
づ
く
り
に
向
け
た

主
要
施
策
は

あ
ら
ゆ
る
自
然
災
害
に
対
応
で
き
る
避
難
所
や
防

災
拠
点
の
確
保
に
取
り
組
む

答
　
　
　
　
　

復
興
計
画
の
基
本
目
標
で
あ

る
災
害
に
強
い
、
村
づ
く
り
に
向
け
た
主

要
施
策
の
考
え
は
。

松
谷
村
長　

村
と
し
て
は
、
国
、
県
と

連
携
し
つ
つ
、
ま
ず
道
路
、
河
川
、
山

地
災
害
の
早
期
復
旧
に
取
り
組
み
、
そ

の
後
、
今
後
起
こ
り
得
る
災
害
を
想
定

し
た
ハ
ー
ド
整
備
と
と
も
に
、
情
報
伝

達
手
段
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

な
お
、
あ
ら
ゆ
る
自
然
災
害
に
対
応
で

き
る
避
難
所
や
防
災
拠
点
の
確
保
と
整

備
に
取
り
組
み
つ
つ
、
避
難
ル
ー
ト
の

整
備
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
　
　

現
在
道
路
、
橋
梁
等
、
イ

ン
フ
ラ
の
復
旧
に
つ
い
て
は
、
国
道
そ

し
て
相
良
橋
の
仮
復
旧
と
、
少
し
ず
つ

で
は
あ
る
が
、
復
興
に
向
か
っ
て
進
ん

で
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
球
磨
川
の
支

流
に
沿
っ
た
道
路
の
復
旧
の
考
え
は
。

松
谷
村
長　

県
道
髙
沢
一
勝
地
線
に
関

し
て
は
県
か
ら
来
年
の
７
月
、
梅
雨
期
ま

で
に
は
通
行
で
き
る
報
告
を
受
け
て
い

る
。
村
道
渡
大
槻
線
に
つ
い
て
も
、随
時
、

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　

遊
水
池
に
つ
い
て
、
３
月

議
会
の
村
長
答
弁
で
は
、
球
磨
川
の
治

水
対
策
と
し
て
、
地
下
、
今
村
地
区
の

遊
水
池
に
つ
い
て
は
有
効
だ
と
考
え
る

答
弁
で
あ
っ
た
が
、
改
め
て
、
村
長
の

考
え
は
。

松
谷
村
長　

今
後
、
地
域
別
協
議
会
で
、

地
元
住
民
の
意
向
を
踏
ま
え
、
一
人
ひ

と
り
に
し
っ
か
り
寄
り
添
い
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
　
　

新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
熊

本
県
は
球
磨
村
渡
地
区
で
被
災
し
た
水

田
の
大
区
画
化
を
検
討
し
て
お
り
、
県

農
地
整
備
課
は
農
家
の
意
向
に
沿
っ
て

事
業
を
進
め
る
と
掲
載
し
て
い
た
が
、

こ
れ
は
遊
水
池
と
大
区
画
化
と
の
セ
ッ

ト
で
進
め
る
と
考
え
て
よ
い
の
か
。

門
﨑
副
村
長　

今
の
ま
ま
の
災
害
復
旧

で
は
な
く
、
あ
る
程
度
、
復
興
を
目
指

し
た
と
こ
ろ
で
、
集
約
化
と
い
う
も
の

も
勘
案
し
な
が
ら
セ
ッ
ト
で
と
い
う
こ

と
に
な
る
か
と
思
っ
て
い
る
。
ま
ず
は

住
民
の
方
々
の
ご
意
向
を
踏
ま
え
た
上

で
、
そ
の
ご
意
向
に
沿
っ
た
形
で
、
県

と
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　

被
災
者
の
見
守
り
や
心
身

の
ケ
ア
に
つ
い
て
の
対
応
は
。

松
谷
村
長　

地
域
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
訪
問
や
電
話
に
よ
る
相
談
、

必
要
に
応
じ
て
関
係
機
関
へ
つ
な
ぐ
な

ど
、
被
災
者
に
寄
り
添
う
活
動
に
努
め

て
い
る
。

　
　
　
　
　

住
民
の
生
命
、
財
産
を
守

る
た
め
に
も
、
人
吉
消
防
組
合
の
広
域

化
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
が
、
村
長
の

考
え
は
。

松
谷
村
長　

今
回
の
災
害
を
踏
ま
え
、
大

規
模
災
害
に
即
応
で
き
る
体
制
の
整
備

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
上
球
磨
消
防

組
合
と
の
組
織
統
合
や
連
携
に
よ
る
も

の
な
の
か
、
あ
る
い
は
全
県
一
本
部
な

の
か
、
地
域
の
実
情
等
を
考
慮
し
な
が

ら
、
構
成
市
町
村
と
情
報
を
共
有
、
連

携
し
な
が
ら
、
統
一
し
た
行
動
を
と
っ

て
い
く
。

　
　
　
　
　

球
磨
村
消
防
団
の
編
成
見

直
し
と
、
処
遇
改
善
の
考
え
は
。

永
椎
総
務
課
長　

編
成
定
数
に
つ
い
て

は
現
状
維
持
で
や
っ
て
い
く
。
処
遇
改

善
に
つ
い
て
は
出
動
手
当
も
含
め
、
改

善
す
る
と
こ
ろ
は
改
善
し
て
い
く
。

犬 童 　 勝 則  議員

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

被害が大きかった県道高沢一勝地線
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一 般 質 問

東 　 純 一  議員

今
回
見
直
さ
れ
た
避
難
所
の
選
定
基
準
は

被
災
し
た
公
民
館
と
、
最
大
想
定
浸
水
区
域
、
土
砂

災
害
警
戒
区
域
に一致
す
る
こ
と
を
基
準
と
し
た

答

た
公
民
館
は
除
外
す
る
と
と
も
に
、
立

地
条
件
が
最
大
想
定
浸
水
区
域
、
土
砂

災
害
警
戒
区
域
に
一
致
す
る
も
の
も
除

外
す
る
こ
と
を
基
準
と
し
た
。
た
だ
一

部
、
そ
の
地
域
に
公
共
的
建
物
が
な
く
、

や
む
を
得
ず
指
定
を
し
て
い
る
。
今
後

と
も
復
旧
・
復
興
の
段
階
に
応
じ
て
随

時
見
直
し
を
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　

除
外
さ
れ
た
避
難
所
の
地

区
か
ら
、
指
定
避
難
所
に
行
く
に
も
道

路
が
危
な
く
て
行
け
な
い
と
の
声
も
あ

る
。
状
況
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
地
区
で

の
避
難
対
応
、
判
断
で
も
よ
い
か
。

永
椎
総
務
課
長　

雨
の
降
り
方
で
土
砂

災
害
の
状
況
が
変
わ
る
の
で
、
そ
の
状

況
に
応
じ
て
避
難
所
運
営
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　

現
在
、
村
内
に
お
い
て
公
費

解
体
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
工
事
の
進
捗

と
、
申
し
込
ん
だ
人
と
の
連
絡
は
で
き
て

い
る
の
か
。
ま
た
、着
手
ま
で
の
流
れ
は
。

松
谷
村
長　

自
費
解
体
が
13
件
、
公
費

解
体
が
、
３
５
８
件
申
請
さ
れ
、
合
計

３
７
１
件
と
な
っ
て
い
る
。
進
捗
状
況

と
し
て
は
、
７
月
に
は
発
注
が
終
わ
り
、

10
月
に
は
解
体
事
業
も
終
わ
る
見
込
み

と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　

申
請
者
に
事
前
の
解
体
工

事
着
手
の
連
絡
が
な
い
ま
ま
解
体
が
始

ま
っ
て
い
た
こ
と
が
数
件
上
が
っ
て
い

る
が
。

友
尻
復
興
推
進
課
長　

工
事
に
伴
う
苦

情
は
聞
い
て
お
り
、
再
発
防
止
の
た
め

周
知
徹
底
を
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　

鉄
道
も
大
き
な
被
害
を
受

け
、
被
災
前
ま
で
運
行
さ
れ
て
い
た
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
バ
ス
も
ス
ト
ッ
プ
し
た
ま

ま
に
な
っ
て
い
る
。
高
校
生
の
通
学
手

段
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

松
谷
村
長　

村
民
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、

見
直
し
を
進
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
増
便
等
で
の
対
応
も
視
野
に
入
れ
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
件

に
つ
い
て
は
、
保
護
者
の
方
々
に
と
っ

て
、
通
学
の
問
題
で
村
に
残
る
か
、
出

る
か
の
大
き
な
分
岐
点
に
な
っ
て
い
る
。

前
向
き
な
検
討
を
願
い
た
い
。

松
谷
村
長　

何
ら
か
の
対
応
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　

防
災
無
線
の
役
割
、
活
用
に

つ
い
て
は
、
村
民
の
安
心
、
安
全
に
向
け

た
重
要
な
施
設
と
思
う
が
、
他
に
も
催
し

や
、
学
校
か
ら
の
発
信
等
、
多
様
な
活
用

が
あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

松
谷
村
長　

村
民
の
方
が
、
ど
の
よ
う

な
情
報
を
必
要
と
し
て
い
る
の
か
し
っ

か
り
精
査
し
、
活
用
を
行
っ
て
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
情
報

が
欲
し
い
な
ど
あ
れ
ば
役
場
に
問
い
合

わ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　

防
災
マ
ッ
プ
の
見
直
し
が

な
さ
れ
、
避
難
場
所
、
避
難
所
の
見
直

し
が
あ
り
、
指
定
さ
れ
て
い
た
公
民
館

避
難
所
の
多
く
が
除
外
を
さ
れ
た
。
今

回
の
選
定
基
準
と
、
安
全
な
避
難
路
の

整
備
に
つ
い
て
は
。

松
谷
村
長　

今
回
の
基
準
は
、
被
災
し新しく見直された球磨村防災マップ

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問
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一 般 質 問

執
行
部
と
村
民
・
議
会
と
の

　
歯
車
は
あ
っ
て
い
る
か

村
民
・
議
会
の
意
見
に
耳
を
傾
け
丁
寧
な
村
政
運

営
を
行
う

答
　
　
　
　
　

村
長
の
描
く
将
来
は
。

松
谷
村
長　

昨
年
の
就
任
以
降
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
、
７
月
豪
雨
災

害
で
、
思
い
描
い
て
い
た
事
業
を
実
施

す
る
こ
と
が
１
年
間
は
で
き
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
未
曾
有
の
大
災
害
か
ら
の
復

旧
復
興
が
先
決
で
あ
り
、
復
興
計
画
の

方
針
に
基
づ
い
た
施
策
を
実
施
す
る
こ

と
に
よ
り
、
魅
力
あ
る
住
み
や
す
い
村
・

安
全
で
安
心
な
暮
し
を
確
保
・
人
口
減

少
・
高
齢
化
に
対
応
し
た
新
し
い
村
づ

く
り
に
取
り
組
み
、
未
来
に
向
か
っ
て

持
続
可
能
で
豊
か
な
全
村
民
が
生
き
生

き
と
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
く
。

　
　
　
　
　

執
行
部
と
村
民
・
議
会
と

の
歯
車
が
合
っ
て
い
る
と
思
う
か
。

松
谷
村
長　

地
域
別
協
議
会
を
立
ち
上

げ
、
地
域
の
抱
え
る
課
題
を
、
村
民
・
議

会
の
意
見
に
耳
を
傾
け
、
丁
寧
な
村
政

運
営
を
行
い
、
将
来
を
見
据
え
て
、
村

民
の
幸
福
の
た
め
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
く
決
意
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

住
宅
用
地
候
補
８
ヶ
所
の

今
後
の
方
向
性
は
。

松
谷
村
長　

現
在
、
地
域
別
協
議
会
を

実
施
し
て
い
る
中
で
、
渡
栗
林
地
区
を

造
成
・
公
共
施
設
の
住
宅
等
の
整
備
を

進
め
よ
う
と
考
え
て
い
る
。
掘
削
土
砂

置
場
の
山
口
・
地
下
・
今
村
は
地
域
別

協
議
会
で
要
望
が
あ
れ
ば
か
さ
上
げ
造

成
等
を
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
国
・
県

か
ら
も
掘
削
土
砂
の
有
効
活
用
す
る
方

向
で
話
し
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
　
　
　
　

水
害
で
浸
っ
た
場
所
を
住

民
に
提
供
す
る
の
は
矛
盾
し
て
は
い
な

い
か
。

松
谷
村
長　

国
・
県
も
有
効
活
用
を
と

言
っ
て
い
る
。
そ
の
地
区
の
地
域
別
協

議
会
で
要
望
が
あ
れ
ば
住
宅
の
建
設
用

地
と
し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　

議
会
の
提
案
と
は
別
に
「
さ

く
ら
ド
ー
ム
」
を
解
体
し
て
災
害
公
営

住
宅
建
設
に
予
算
を
計
上
し
た
執
行
部

の
進
め
方
は
ど
う
な
の
か
。

松
谷
村
長　

多
く
の
ご
提
案
を
い
た
だ

い
た
中
、
執
行
部
で
も
い
ろ
ん
な
議
論

を
し
た
上
で
残
念
で
は
あ
る
が
「
さ
く

ら
ド
ー
ム
」
を
解
体
し
て
災
害
公
営
住

宅
を
造
る
方
向
性
を
決
定
し
た
。
今
回

予
算
を
計
上
し
て
執
行
部
の
意
見
を
聞

い
て
い
た
だ
き
た
か
っ
た
が
、
執
行
部

の
提
案
も
進
め
方
も
通
ら
な
か
っ
た
。

た
だ
、「
さ
く
ら
ド
ー
ム
」
の
解
体
に
つ

い
て
は
苦
渋
の
決
断
だ
っ
た
事
を
ご
了

承
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　

渡
小
学
校
の
跡
地
の
利
用

と
再
建
は
。

森
教
育
長　

復
興
計
画
の
中
で
宅
地
の

か
さ
上
げ
候
補
地
と
し
て
計
画
が
出
て

い
る
。
今
は
教
育
環
境
の
改
善
が
一
番

と
考
え
て
い
る
。
統
合
再
編
に
つ
い
て

は
渡
小
学
校
の
再
編
を
含
め
保
護
者
・

地
域
住
民
の
意
見
を
交
え
な
が
ら
将
来

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
い
て
い
く
。

　
　
　
　
　

最
後
に
今
日
の
私
の
一
般

質
問
を
聞
い
て
ど
う
思
わ
れ
た
か
。

松
谷
村
長　

私
に
対
す
る
エ
ー
ル
と
受

け
と
め
る
。

髙 澤 　 康 成  議員

嵩上げ候補地の渡峯地区

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問
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一 般 質 問

舟 戸 　 治 生  議員

指
定
緊
急
避
難
場
所
及
び

福
祉
避
難
所
の
備
蓄
品
は

か
わ
せ
み
別
館
に
備
蓄
し
て
い
る

答

　
　
　
　
　

指
定
避
難
場
所
の
基
準
は
。

永
椎
総
務
課
長　

被
災
者
等
を
滞
在
さ
せ

る
た
め
に
必
要
か
つ
適
性
な
規
模
の
も
の

で
あ
る
こ
と
な
ど
、
災
害
対
策
基
本
法
施

行
令
の
中
に
基
準
を
定
め
て
あ
る
。

　
　
　
　
　

市
房
ダ
ム
の
緊
急
放
流
に

伴
う
水
位
の
上
昇
や
被
害
は
ど
の
よ
う

に
想
定
さ
れ
て
い
た
か
。

松
谷
村
長　

検
証
委
員
会
の
資
料
で
は
、

球
磨
村
で
は
、
40
㎝
以
下
の
水
位
の
上

昇
が
想
定
さ
れ
た
報
告
を
い
た
だ
い
た
。

　
　
　
　
　

災
害
発
生
時
、
断
水
地
域
、

被
災
箇
所
の
把
握
、
断
水
地
域
を
中
心

と
す
る
水
道
管
、
排
水
施
設
等
の
被
災

状
況
は
。

松
谷
村
長　

国
道
の
崩
壊
に
よ
り
埋
設

さ
れ
て
い
た
配
水
管
が
破
裂
し
た
ほ
か
、

主
要
道
で
あ
る
相
良
橋
と
沖
鶴
橋
に
添

加
し
て
い
た
送
水
管
、
配
水
管
が
橋
梁

と
と
も
に
流
失
し
た
。
復
旧
作
業
は
困

難
な
状
況
が
続
い
た
が
、
他
自
治
体
か

ら
の
人
的
技
術
支
援
を
い
た
だ
き
簡
易

水
道
施
設
の
応
急
、
復
旧
に
対
応
し
た
。

　
　
　
　
　

基
本
的
に
簡
易
水
道
事
業

は
水
道
料
金
だ
け
で
の
経
営
は
無
理
が

あ
る
か
と
思
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
村

有
林
を
伐
採
し
、
そ
の
収
益
で
対
応
し

て
こ
ら
れ
た
か
と
思
う
が
、
村
長
の
考

え
は
。

松
谷
村
長　

経
費
等
は
抜
い
た
う
え
で
、

一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
な
が
ら
、
今

後
は
対
応
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　

道
路
は
、
住
民
の
日
常
生

活
、
災
害
時
の
応
急
対
策
活
動
に
お
い

て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
す
と
思
う
が
、

村
の
管
理
す
る
道
路
に
つ
い
て
、
災
害

発
生
後
調
査
点
検
を
行
い
、
被
災
状
況

や
交
通
状
況
を
把
握
さ
れ
た
と
思
う
が
、

現
状
は
。

松
谷
村
長　

建
設
課
職
員
に
よ
る
巡
回

や
行
政
区
担
当
職
員
に
よ
る
災
害
調
査

報
告
、
道
路
維
持
業
務
を
委
託
し
て
い

る
球
磨
村
山
村
活
性
化
協
会
か
ら
の
報

告
、
区
長
、
班
長
な
ど
住
民
等
か
ら
の

連
絡
に
基
づ
き
、
被
災
状
況
や
道
路
通

行
の
可
否
等
、
現
地
確
認
に
よ
る
状
況

把
握
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

産
業
基
盤
整
備
で
、
砂
防
、

急
傾
斜
崩
壊
防
止
施
設
、
治
山
林
道
施

設
等
に
お
い
て
、
災
害
発
生
後
、
速
や

か
に
災
害
状
況
の
調
査
を
行
い
、
必
要

に
応
じ
て
応
急
復
旧
を
行
う
こ
と
が
必

要
と
思
う
が
、
そ
の
考
え
は
。

松
谷
村
長　

管
理
者
で
あ
る
熊
本
県
と

連
携
し
な
が
ら
、
被
害
状
況
等
の
調
査

を
行
い
、
被
災
し
た
施
設
の
復
旧
や
堆

積
し
た
土
砂
や
流
木
の
撤
去
な
ど
に
つ

い
て
、
本
年
度
の
出
水
期
に
向
け
て
緊

急
を
要
す
る
も
の
か
ら
順
次
着
手
し
て

い
く
。

　
　
　
　
　

頭
首
工
及
び
農
業
用
水
路

の
豪
雨
災
害
で
の
被
害
状
況
と
、
三
ヶ

浦
か
ら
農
業
用
水
路
の
復
旧
を
要
望
に

来
ら
れ
た
と
思
う
が
そ
の
時
の
対
応
は
。

松
谷
村
長　

頭
首
工
19
ヶ
所
、
被
害
額

３
億
９
，
６
３
５
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

大
無
田
地
区
の
用
水
路
に
関
し
て
は
、

梅
の
木
鶴
か
ら
八
久
保
地
区
へ
の
水
の

流
れ
は
あ
ま
り
知
ら
な
い
。

　
　
　
　
　

指
定
緊
急
避
難
場
所
及
び
福

祉
避
難
所
の
備
蓄
品
は
、
村
が
整
備
さ
れ

る
よ
う
だ
が
、
現
状
は
。

松
谷
村
長　

昨
年
７
月
の
豪
雨
災
害
の

経
験
や
検
証
を
踏
ま
え
、
今
後
起
こ
り

得
る
災
害
に
備
え
る
た
め
、
防
災
マ
ッ

プ
を
全
面
的
に
見
直
し
た
。
指
定
緊
急
避

難
場
所
に
は
必
要
最
小
限
の
備
蓄
品
と

し
て
、
発
電
機
、
衛
生
用
品
、
毛
布
等
を
、

か
わ
せ
み
別
館
に
備
蓄
し
て
い
る
。

備蓄品が保管されているかわせみ別館

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問
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一 般 質 問

早
く
営
農
を
再
開
し
た
い
要
望
が
あ
る
が

農
家
と
の
意
見
交
換
を
行
い
意
思
確
認
し
た
い

答
　
　
　
　
　

農
業
に
お
け
る
具
体
的
な
復

旧
計
画
は
。

松
谷
村
長　

水
路
や
農
地
の
災
害
は
災
害

復
旧
事
業
国
庫
補
助
の
暫
定
措
置
に
関
す

る
法
律
に
基
づ
き
、
原
則
と
し
て
災
害
発

生
年
会
計
年
度
を
含
む
、
３
か
年
度
以
内

に
完
了
さ
せ
る
こ
と
と
さ
れ
る
。
本
村
の

復
旧
事
業
は
、
令
和
４
年
度
が
復
旧
計
画

終
期
と
な
る
が
、
他
の
土
木
災
害
の
兼
ね

合
い
も
あ
り
、
令
和
５
年
度
ま
で
の
計
画

と
し
て
い
る
。
し
か
し
九
州
北
部
豪
雨
、

熊
本
地
震
の
復
旧
状
況
を
考
慮
す
る
と
令

和
６
年
度
以
降
に
ず
れ
込
む
こ
と
も
予
想

さ
れ
る
。

　
　
　
　
　

最
っ
と
も
重
要
な
の
は
早
急

な
復
旧
だ
と
思
う
が
。

松
谷
村
長　

で
き
る
限
り
早
く
再
度
農
業

が
で
き
る
こ
と
を
望
ま
れ
て
い
る
と
思
う

し
、
一
日
も
早
く
再
開
で
き
る
状
況
に
す

る
考
え
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

安
心
は
ま
ず
復
旧
。
元
に
戻

す
こ
と
か
ら
始
ま
る
と
思
う
が
、
創
造
的

復
興
の
名
の
も
と
に
復
旧
が
遅
れ
る
こ
と

や
、
安
心
が
遅
れ
る
こ
と
は
望
ん
で
い
な

い
が
考
え
は
。

門
﨑
副
村
長　

単
に
元
に
戻
す
だ
け
で
は

な
く
、
こ
の
機
に
大
区
画
化
な
ど
進
め
る

こ
と
。
遊
水
池
制
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

の
大
区
画
化
の
可
能
性
も
あ
る
。
元
に
戻

す
こ
と
で
の
作
付
け
を
し
た
い
の
か
、
創

造
的
復
興
を
望
む
の
か
、
皆
さ
ん
の
意
向

を
十
分
に
把
握
し
な
が
ら
事
業
執
行
を
図

り
た
い
。

　
　
　
　
　

農
地
復
旧
事
業
の
事
業
主
体

は
、
激
甚
災
害
の
指
定
は
球
磨
村
全
体
の

農
地
か
、
事
業
査
定
と
補
助
率
増
高
申
請

は
。

上
蔀
建
設
課
長　

事
業
主
体
は
球
磨
村
、

激
甚
指
定
は
村
全
体
、
事
業
査
定
は
ス
ー

パ
ー
簡
易
査
定
で
昨
年
12
月
31
日
終
了
、

補
助
率
増
高
申
請
は
済
ん
で
い
る
が
今
回

の
査
定
額
は
あ
く
ま
で
も
ス
ー
パ
ー
簡
易

査
定
で
あ
り
詳
細
な
も
の
は
出
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　

災
害
発
生
の
会
計
年
度
を

含
む
３
か
年
内
の
完
了
が
、
簡
易
査
定

で
あ
る
こ
と
か
ら
遅
れ
る
。
な
ぜ
早
く

で
き
な
い
の
か
。

上
蔀
建
設
課
長　

負
担
金
を
払
い
事
業
を

進
め
て
い
い
の
か
受
益
者
の
意
思
確
認
が

必
要
。
意
思
確
認
が
で
き
た
と
こ
ろ
は
工

事
発
注
も
急
い
で
い
る
。
国
交
省
の
遊
水

池
案
、
宅
地
造
成
候
補
地
な
ど
今
後
の
事

業
の
方
向
性
が
見
え
て
い
な
い
な
か
、
災

害
復
旧
が
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。

　
　
　
　
　

早
く
営
農
を
再
開
し
た
い
要

望
が
あ
る
と
き
、
復
旧
と
復
興
は
切
り
離

し
て
考
え
る
こ
と
で
あ
り
、
遊
水
池
計
画

で
農
地
、
施
設
の
復
旧
が
遅
れ
る
こ
と
は

納
得
い
か
な
い
。
復
旧
の
先
に
復
興
が
あ

る
と
思
う
が
。

松
谷
村
長　

復
旧
と
復
興
は
切
り
離
せ
な

い
。
治
水
対
策
の
内
容
が
農
地
等
の
復
旧

に
つ
な
が
る
と
思
う
。

　
　
　
　
　

早
く
田
植
え
が
し
た
い
、
営

農
の
再
開
を
望
む
思
い
を
受
け
止
め
て
も

ら
い
た
い
。

門
﨑
副
村
長　

優
先
順
位
と
言
う
と
大
変

失
礼
か
と
思
う
が
、
住
ま
い
の
再
建
、
生

活
道
路
の
改
修
に
全
精
力
を
傾
注
し
た

い
。
農
地
、
施
設
を
元
に
戻
し
た
い
声
が

大
き
け
れ
ば
、
そ
の
方
向
で
対
応
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
組
合
の
方
々
と
の
意
見

交
換
を
行
い
意
思
確
認
し
た
い
。

小 川 　 俊 治  議員

復旧が進まない渡の農地

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問
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一 般 質 問

嶽 本 　 孝 司  議員

県
道
の
か
さ
上
げ
等
復
興
計
画
で
の
対
応
は

地
域
別
協
議
会
に
お
い
て
意
見
を
聞
き
、
決
定
し
た
い

答

際
に
、
水
位
の
低
減
効
果
も
含
め
確
認

し
て
い
く
。
宅
地
嵩
上
げ
に
つ
い
て
は
、

地
域
別
協
議
会
で
皆
様
の
意
見
を
踏
ま

え
決
定
し
た
い
。

　
　
　
　
　

豪
雨
災
害
の
前
に
は
、
地

下
地
区
の
国
道
嵩
上
げ
、
渡
駅
前
改
良

計
画
が
あ
っ
た
が
、
水
害
に
よ
っ
て
国

道
の
高
さ
も
変
わ
る
の
で
は
な
い
か
、

ま
た
、
馬
場
地
区
対
岸
も
被
害
を
受
け

て
県
道
も
上
が
る
の
で
は
な
い
か
。

松
谷
村
長　

７
月
豪
雨
は
、
想
定
を
は

る
か
に
超
え
る
も
の
で
、
国
道
の
嵩
上

げ
は
渡
地
区
に
限
ら
ず
、
緊
急
輸
送
道

路
と
し
て
の
機
能
や
、
復
興
の
鍵
と
な

る
宅
地
嵩
上
げ
計
画
に
も
関
係
す
る
事

項
と
し
て
、
国
、
県
へ
要
望
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　

避
難
場
所
等
高
台
移
転
は
、

ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
兼
ね
た
避
難
場
所
と
し

て
、自
然
災
害
に
対
し
必
要
で
は
な
い
か
。

松
谷
村
長　

避
難
場
所
と
併
せ
て
ヘ
リ

ポ
ー
ト
整
備
は
必
要
と
考
え
て
い
る
。

た
だ
し
、
現
段
階
は
生
活
再
建
が
最
優

先
課
題
で
あ
り
、
安
全
な
宅
地
確
保
も

必
要
面
積
に
よ
っ
て
の
残
地
が
ど
れ
だ

け
か
、
避
難
所
の
必
要
数
、
様
々
な
角

度
で
考
え
る
段
階
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

肥
薩
線
の
復
旧
は
、
村
の

生
活
再
建
に
も
不
可
欠
と
思
う
が
、
村

の
働
き
か
け
は
。

松
谷
村
長　

生
活
や
移
動
、
観
光
振
興

に
お
い
て
も
欠
か
せ
な
い
線
路
で
あ
り
、

早
期
復
旧
に
向
け
て
今
後
も
連
携
し
て
、

Ｊ
Ｒ
九
州
や
国
へ
働
き
か
け
を
行
っ
て

い
く
。

　
　
　
　
　

宮
園
地
区
の
Ｊ
Ｒ
ガ
ー
ド

下
が
水
没
し
通
行
で
き
な
い
。
村
が
抱

え
る
難
題
だ
と
思
う
。
改
良
を
お
願
い

し
た
い
。

松
谷
村
長　

そ
こ
の
件
は
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
今
後
Ｊ
Ｒ
の
再
開
、

再
建
も
絡
ん
で
く
る
の
で
今
後
の
課
題

と
し
て
取
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　

地
域
別
協
議
会
に
つ
い
て

の
進
捗
状
況
は
。

松
谷
村
長　

地
域
の
方
々
の
意
向
を
集

約
す
る
重
要
な
役
割
を
果
た
す
組
織
で
あ

り
、
運
営
は
あ
く
ま
で
村
民
主
体
と
考
え

て
い
る
が
、
行
政
も
村
民
の
方
と
一
緒
に

な
っ
て
考
え
て
い
く
場
と
し
て
、
５
月
に

第
１
回
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
地
域
住
民

が
主
体
と
な
り
、
地
域
、
地
区
別
の
復
興

ま
ち
づ
く
り
計
画
を
策
定
し
、
そ
れ
に
基

づ
い
た
事
業
を
実
施
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　

今
年
３
月
に
県
の
復
興
計

画
が
示
さ
れ
た
が
、
村
の
取
組
は
。

松
谷
村
長　

球
磨
川
流
域
池
水
協
議
会

資
料
に
よ
る
と
、
関
連
す
る
対
策
と
し

て
、
河
道
掘
削
、
引
き
堤
、
輪
中
堤
、
宅

地
嵩
上
げ
、
遊
水
池
整
備
が
掲
げ
ら
れ

て
い
る
。
設
計
説
明
会
が
開
催
さ
れ
る渡地区の導流堤と堤防

洪水時に水没する JRガード下の道路

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問
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令
和
２
年
７
月
４
日
、
私
た
ち
に
と
っ

て
忘
れ
ら
れ
な
い
日
に
な
り
ま
し
た
。
あ

の
日
か
ら
１
年
が
過
ぎ
、
月
日
の
流
れ
の

早
さ
を
感
じ
ま
す
。

　

自
然
は
、
と
き
に
人
の
心
を
癒
や
し
、

と
き
に
牙
を
む
き
ま
す
。
日
本
だ
け
で
な

く
、
全
世
界
に
お
い
て
気
候
変
動
が
気
に

な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
無
い
災

害
が
発
生
し
、
今
で
は
毎
年
、
何
処
か
の

土
地
で
災
害
情
報
が
発
表
さ
れ
ま
す
。
身

を
守
る
行
動
の
大
切
さ
を
感
じ
る
こ
の
頃

で
す
。

　

私
た
ち
は
、
大
き
な
、
そ
し
て
多
く
の

も
の
を
失
い
ま
し
た
が
、
い
つ
の
日
か
ま

た
、
豊
か
な
自
然
、
心
穏
や
か
な
日
々
が

来
る
こ
と
を
信
じ
、
前
へ
進
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

東　
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議
会
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報
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■球磨村世帯数：1,358世帯　■人口：3,289人　男：1,575人　女：1,714人（令和３年8月１日現在）
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ᓟ
⸥

渡小学校渡小学校

＜クラスの自慢＞
○みんなで協力できる ○下級生に優しい

　○字がきれい  ○本をたくさん読む
【６年　松野　真与さん】
　私達の学級は、いつもみんな仲良く、毎日が楽しい
学級です。今は、学級の人権宣言「一人一人が自分の
思いを正しい言葉遣いで素直に言い合える学級」を毎
日意識して学級全員で頑張っています。昼休みにみん
なで遊んでいるときがとても楽しいです。これからも、
渡小学校のリーダーとして、みんなを引っ張り、将来へ
向けて勉強も頑張っていきたいです。

＜担任の先生＞　勝原　彩賀
　６年生は、男子２名、女子５名、計７名です。少な
い人数ですが、全員で学び合い、支え合い、そして
高め合いながら、日々充実した学校生活を送ってい
ます。環境は変わりましたが、多くの方々の支えがあっ
てこそ、今の生活があることに感謝の気持ちを持ち、
言葉や態度で表現できる６年生になってほしいと思い
ます。卒業式で成長した姿をお見せできるよう、一
日一日を大切に皆で頑張ります。

なかまの目
標

・全員で考え、粘り強く学び合おう
・自分の思いを表現し、仲間と支え合おう
・何事にも挑戦し、目標に向かって高め合おう

・全員で考え、粘り強く学び合おう
・自分の思いを表現し、仲間と支え合おう
・何事にも挑戦し、目標に向かって高め合おう

どなたでも傍聴できます。
次回は、９月定例議会（日時未定）

６月定例議会の傍聴人数は延べ 21人でした。
※新型コロナウイルス感染拡大防止対策として、傍聴者も手指の消毒と
　マスクの着用、傍聴席の座席を１つ空けて着席をお願いしました。
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